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卜 3 ブトス 


型ま LC-32JiF 

石油 フアンヒーター 

強制通気形開放式石油ス I -ーブ 


取巧説明書 

このたびは本機をお買い求めいただ定ましてまことにありげと5ございまず。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただを、正しく使用して 
<ださい。 

この「取扱説明書」は、「保証書」と共に大切に保管しておいてくださし、。 

•同姻の「アフターヴービス登録力ード」は必ずご投函ください。 
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田安全のために必ずお守りください 

•お使いになる人や他の人への危書と財産への損害を未然に防ぎ、本機を安全に正しく使用ずるために、 
必ずお守りいた:^ くことを説明していまず。 

こに示した表示は、誤つた使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説 
明しています。 


A 危険 (DANGER) 

この表おを無視して、誤った取扱いをすると、人が死こ、重傷を負ラ危険、ま；:- 
は义災のを険が差し迫って生じることが想定される内容を示していまず。 

A 警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重儒を負うな能性、ま 
たは火がの可能性び想定される内容をおしていまず。 

A ミま意に AUTIQN) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が傷害を負う可能性や物的損 
害の発生が想定される内容ををしていまず。 


参お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 



この絵表をは、「禁止」されている內容でず。 

A 

この絵表示は、「注意」していただく内容です。 

〇を© 

この繪表雨ま、必ずしていただく r 指お」内容でず。 


♦説明文中の 「お願い J 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されていまず。 


A を険 （ DANGER ) 1 

★ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高し、ミ 
か重の混入でを、乂災の原 [ 

L 

田は、絶細こ使用しなぃでくださし、。 fri ) v \ 

却こなります。 い説 || AvuW 、ジ 

vi ^ ガソリン蔡止 


A 警告 (WARNING) 


★スプレー吿厳禁 


スフレー伍やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストープの前や温風のあたる巧に放置しないでくだ 
でし''。 

熱で宙の圧力び上びり、爆発し、危険です。 



0 


禁止 


★換気必要 


参換気せずに使用し-けない c < ださい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中雲になるおそれびあり 
ます。また、きし幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあ D ます。 

•使用中は必ず1時間に1〜吕回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 . ， 

•璧養する場合は' 換気扇を使用したり （ 換気扇を使用する場合は、離れた位置の窓を開けないと、充分な換 
SS 三夏杆い場合かありまず。に力前ん b 0 ( 風の出入りのある } 開口部を設けると効率よく換気でさます。 
窓か凍結していたり、地下室などで換気が充分におこなえない場所では、使用しないでくだごい。 





換気 


★温風吹出 □ (ルーバー）をふさびない 


ストーブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、を類、紙などでミ豆 
風吹出口（ルーバー）や燃焼空気取 
入口（給気フィルター）や温風空気 
取入□をふさびないでください。 
あ類、紙などでふさぐと、異常燃 
焼や火災や故障の原因になります。 


ピ?びない] 

启を 


★寝るとさ消义 


寝るときやが出するとさは、 
必ず火び消えていることを確 
認してください。 

ず想しない事故び発生するお 
それびあります。 



★巧類の乾燥厳禁 


巧類などの乾燥には使用しない 
で < ださい。 

な類び乾燥すると、ストーブの 
熱気でゆれて落下して乂びつ 
さ、义災の原因になります。 
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★可燃性ガス使用厳禁 


ストーブを使用している部屋 
で、可燃性ガスび発生するち 
の（ガソリン、ベンジン、シ 
ンす一)や、スプレーを使用 
しないでください。火災や故 
障の原因になります。 



0 

使用禁止 
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15cmW 上 


のま全のために必ずお守りください 


A ミ主意 （CAUTION) 


★力ーテン、寝具など、 可燃物近接禁止 I [(/ 

♦力ーテン、布団、毛布などや燃えやずいもののそばでは使巧しないでください。 

火災の原因になります。 

ストーブの前に可燃物を置かないでください。 1^^ 

ストーブの熱気で着火して、乂災のおそれびあ D ます。 __ A ■: 

参可燃物との離隔距離については、下詰の I ★可燃物(木壁、合板、ふずまなど）との距難を潍 ず 

_の記載内容を善照してください。_ 

女可燃 物（木壁、合板、ふすまなど）との距離を離ず1 動な上 LU ^ 

♦ストーブひら可燃物との跑離は、ち図の指定政上の距離を保つようにして f な^を!!/ ffff 

くだごい。 ，，し .... 

♦ストーブ上ちや前方の可燃物などとの距離は必ず 1 mlU 上離してください。 15 onU 上厂 

参上方の棚などからの落下物びないよラにしてください。 -。 

参力ーテンなどび風でゆらいでをストーブにふれないよラにしてください。 // — L 

♦家具などからは充分な拒離を離してください。 ^ お L _ 

_熱で変おや変色、自然発火することびあります。_ 万 l 1 m お上 杉 

★給油時消我 

給油は必ず'消乂していることを確認して、ストーブの温度び巧か下びってか5、他 (T 

に乂の気のない巧でおこなって<ださい。 S 

义おのおそれびあります。 __ 


「★油漏 れ確認 1 P 

参給ミ由ロロ金は確実に締めてください。給ミ由ロロ金を下にして、油漏れびないことを確かめてくだ f 

さい。給油口□をを斜めに締めたりずると、簡単に給油口□をびはずれて、火災のおそれびあり 

参ミ由タンクから油び漏れる1犬態では絶細こ使用しないでください。义災のおそれびありまず。 


[★ほこりの除去 

燃焼空完取入 □ (給気フィルタ—）や温風空気取入口は、週1回 ULb 必ず掃除してくだごい。 

ごみ、ほこ D などで燃焼空気取入□(給気フィルター）や温風を気取入□びつまると、異常燃巧の 
おそ n びあります。_ 


女異常時使巧禁止 

におい、すずの凳生、炎の状態など巽常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 ,, 
緊急の場合でちあわてずに消火器で消火してください。 C 


★温風 に直接あた 5 ない1 

温風に直接長時間あたったり、ス I ''―ブの前に長時間い続けないでください。 

お温やけどや脱水症がになるおそれびあります。 1^^|| 

まに、温風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなることびあ。ます。_ 

★移動-運搬ずるとをのま意 

♦ストーブを移動ずるときは、脑ず消火し、ストーブの温度び巧分下びってから油タンクを取 D 出し、 

傾けないよラに静かに移動してください。 

油び漏れたり、义災になるおそれびあ0ます。 

参修理-引越しなどでストーブを運搬されるとさは、油タンク、油受けざらの巧油を必ずおいてください< 
運搬の途中に丹油びこぼれ、周囲を巧ずおそれびあります。 

★高温部 接触禁正] (I T 

燃焼中や消义直後は、高温部、温風吹出口（ルーバー）に手など&れないでください。 

I やけどのおそれびあります。 T 


★指 や異物を入れない 

温風蚊出口（ルーパー）や燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気取入口やストーブ 
内部に指や可燃物-が金などの異物を入れないでください。 

けびや乂災のおそれびあります。_ 

★分解修理-改造の禁止 

故障、破損した5、使用しないで<ださし、。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。 

不完全な修理や改造は危険です。 


0 


祭 J 


〇 






容 

9 

(D 


接触禁止 
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分解禁止 
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A ま意 （ CAUTION ) 


★保管時にしていただく こと 

長期間使用しないとき、または保管ずるときは、必ず好油を损いて、電源プラグをコンセントから抜しでください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくださし、。 

火災のおそれびあります。 

★電源コードを傷めな い 

電源コードに無理な力を加えたり、傷付けたりまねたり、物をのせたり加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って引さ抜かないでください。 

電源コードび破損し、义巧や感電の原因になりまず。 

★長期間使用しないとをは 電源プラグを抜く 

長期間使用しないとさは電源プラグをコンセントか S 抜いてください。 

火ぶや予想しない事故の原因とな0ます。 


★電源プラグは確実 に差し込む 

電源プラグはコンセントに根元まで確実に達し込んでください。 

(また、傷んだ電源プラグやゆるんだコンセントは使用しないで<ださい。） 

义災の原因にな D ます。 

濡れた手での抜さ差しはしないでくださし、。 

感電の原因にな D ます。 

★電源プラグのお 手入れをずる 

とをどきは電源プラグを旅き、ほこり（及び金属物）を赖去してください。 

(ほこりや異物びたまると湿気などで絶縁不良になり）火災の原因になります。 

★お子様やお年寄りのご使巧にミ主意 

お子様やお年寄り、体のご不自由なかたびお使いになる場合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接邮によるやけど、低温やけどや脱水症巧などについて周国の人び充分にま意してください。 

女腰をかけたり 物をのせない 

ストーブの上にのつたり、腰をかけたりしないでください。ス I -- ブの故障や、やけどのおそれびありまず。 
ストーブの上に花びんや、水を入れたものなどを置かないでください。 

水びかかると漏電や故障のおそれびあります。 

★廃棄するとを 

ストーブを廃棄処分するとをは、必ず油タンク、油受けざら巧の打油を抜き取 U てくだごい。 

(「巨]点検 • 手入れ」の r 油タンク、油受けざ5の捕 叙 参照） 

な油び入つたまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事故び発生ずるおそれびあ0ます。 

★巧の場所では使用しなし下 

乂がや予想しない事故や故障の原因になります。 

C 水平でない場所、不ま定な場所') 

♦傾斜した場所や振動の激しい所では、使用しないでく ( 温室-飼育室など人のいない場所 

ださい。 、 -- 

対震自動消火装置び誤作動することびありまず。 参®用環境の変化で、予想しない事故び発生 

•しつかりしたじよラぶな場所で使巧してください。 か加まず° _ 

•毛足の長いじゅうたんの上では使巧しなしでくださし、。 〔風のあたる場所、部屋の出入口、 巨 

•移動車両の中や、不を定な台上で使巧しないでくださ •商のぉたる損讯ゎ居が•ではほ田 I .かぃで/ 


f 

を 

處 

電源プラグ 
を巧く 

¥ 
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使巧禁止 


転落したり、火災になるおそれびあります。 

暖炉などストーブ が囲われる場所 

>暖おや押入れに入れての使用など、特殊な使いかたを 
しないでください。 

义災の原因にな D ます。 


•使用環境の変化で、予想しない事故び発生するおそれ 
びあ0まず。 

C 風のあたる場所、部屋の出入口、屋が） 

参風のあたる場所や屋外では使用しないでください。が 
び出て危険です。掃除機の排気にわを意してくださ 
い。 

参部屋の出入□など人の通る場所、 rn 

人びぶつかった D つまずく場所 
で使用すると、転倒して事故や 
乂災び起さるおそれびありまず。 
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田安全のために必ずお守りください 


A 注意 （CAUTION) 


★巧の場所では使用しない 

乂災や予想しない事故や故障の原因になりまず。 

(' ほこりや湿気のをい場所 ) _ 

参粉類や!！維を取扱う場所や温室‘養鷄攝など塵やほこ 不まをな物を 

D のをい場所では使巧しないで < ださい。 •寒下蜘し- Jrn 、 人/り 

燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気取入口 "ノ」 ‘しの」人ノ 

び目づまり状態になり、異常燃焼や異常過熱を起こす r 直射日光のあ’ 

おそれかあります。 - 

C 可燃性ガスの発をする場所、またはたまる場所 

•爆発や火災の原因になります。 .青如 。 "nnr 

し 理•美離、ク1」-ニンク店などスプレ—が陪藥品を巧う場所 ) 素蘆 i び薄い口 

•理■美容院、メツキ、塗装工場、電子部品組な工場、 を起こすおそれだ 

繊維関係工場などでは使用しないでください。 

ストーブのお障や、腐食性ガスの発生により金属- 
鏡-ガラスなどを傷める原因となります。 

♦石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシ U コーンを 
配合した枝毛巧コート液やヘアート U —卜 •>< ント（枝 
毛巧）は点火5スや、途中消火など故障の原因にな D 
ますので使用しないでくだごい。 
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( 不まをな物をのせた棚などの下） 

•落下物によ0火災び超さるおそれびありまず。 

G 直射曰光のあたる場所、温度の高い場所') 
♦異常燃焼を超こずおそれびあります。 

♦油タンクの灯油びあ面れ出て义がのおそれびおじます。 

G 高地 （1300 mL ソ上①場所 ） j 

•酸素濃度び薄いので異常燃焼 八 

を起こすおそれびあります。 / 


お願い （NOTICE 


★シリコーン配含製品を使用しない 

♦石油つァンヒーターの故障の原因になることびま意表示されているヘアケア商品等は、シ I 」コーンび配合されていまず。 
石油ファンヒーターと同時に使用しないでください。 

参上記のを意表示びなくてもシリコーンび配合ごれている商品（化粧品類、な類等の防が剤-柔軟剤等、家具等のつや出し 
剤.巧護剤等）も同時使用は控えてください。 

♦やむなくご使巧になる際は石油ファンヒーターの運段を一時的に停止し、使用後は換気を巧分におこなってシ U コーン 
等の成分を屋外に排出してから運転を再開してくだごい。 


「★灯油の廃棄 I 

灯油の廃棄処分は、打油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 


图使用ずる場所 



参熱に弱いカーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 

熱に強い マッ トなどを敷いてください。 

•移動するとをは引さずらないでください。 

床面、畳、カーペットに傷を付けたり、本体底面の塗装びはびれて鐘の原因になるおそれびあります。 
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3 各部のなまス 


外観図 






ルームサーミスタ 
(室内温度検知部) 


燃焼空気取入口 
_ (給気フィルター) 
















消臭点火-時間延長-給油延長ボタン 

if 固使いかた」の隅し忘れ酒灭 

び可能になります。 装置を梗岛 ^割 5 

2^?;^菁 i 堂資'>雪青「同使いかた. I の I タイマ-運晓 
m 强り献ると亂研亦^参照 


押します。 "一… J ' し I 公"、、 

給油延長運転をするとを「印 使巧前の準備」 の I 給油か百 

に押します。 受 • 給油延長運乾のしかた」 参照 


消臭点火の設定-解除を「固 使いかた」 の I 点火のしかた1 
おこないます。 参照 





fgffiftff-M 
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温度/時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定を 
おこないます。 

「问 使用前の準備 i の閒を 
時刻の設定のし百た] 

「同 使いかた I の 匡湿の調 
節のしが 周 、 巧 イマー運乾の 

参照 


「回使用前の準備」の 
區西調養]参照 


局地ポタン 

高地仕様の設定•觸除 
をおこないます。 


運輯スイッチ 

運転の入•切をおこないます。 

「固 使いかた」 の 齡 のしか 居 、 

I タイマー運転のでが活 、 願巧 
のしかた] 参照 


_運転ランプ 

点滅… 予熱中でず。 
点 I 灯… 運転中です。 



投をミ A 巧 室巧巧巧 


タイマーボタン 

タイマー運転の設定を 
おこないます。 


タイマーランプ 

占巧… 

タイマー運乾待機中かタイマー運転 
中かタイマー運転終了時です。 

占減… 

タイマー時刻を設定中です。 


チャイルド□ックホタン 

チャイルド□ックの設定•觸 
除をおこないます。 

「间 使いかた I の す ヤイル 
ドロックのしかた j 参照 


國各部のなまえ 

操作部•表示部のなまえと使し、かた、 r 点巧」 • r 点滅 J の意味 


運転巧ッチ 


























こ](縱か表示 


油タンクの灯油がなくなって 
消火する10分前。「ピー」音 
が鳴り、残り燃焼時間（分） 
を赛术します。 

点ミ威（運拉中）… 

給>由延長ボタンを押し、給;由 
延長運転中を表示します。 

点ミ威（運間停止）… 

灯油びなくなり自動消火しま 
した。 

油タンクの給油時消火装置が 
作動しました。デジタル表示部 
が「一 一一一 」表示となります。 


「巧使用前の準備」の I 徹由の目が 
癌通延長運拓の 参照 


遭：量表示 

点な… 消臭点火が設定さ 
れています。 

点滅… 消臭機能が作動中 
です。 

n 己]使いかた I の 庶巧を) 
しかた 1 参照 


_ t 表示_ 

点な…設定温度が設定 
されています。 
点滅 -••設定温度を設定 
中です。 


デジタル表示部 

( 消臭点乂び解除されている場合は、 

I 望董表おは消なしています。 I 

■温度の表の 

設定温度- • ‘6む〜28でまで設定 
温度を選択できます。 
室内温度 • • 。で〜32でまで表示 
します。 

巧定巧巧 室巧巧度 


巧と徽 



貧飄覇麗示します。 


投定巧な ま巧巧度 




■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅します。 
※タイマー運乾終了時は 
r /卜心」を表示します。 



投巧! A 巧 空巧通ち 


。しし I 


■給油に関ずる残り燃焼時間表示 

残り燃焼時間を表示します。 
※灯油切れ時は「 ---- 」 
表示となります。 

の巧通巧 ま巧選巧 




(チャイルド□ック)表术 


点灯…チャイルド□ックが 
設定されています。 


換気)表示 

点滅(運乾停止)… 

室内の空気が、酸素不足状 

貫巨です。 

参窓やドアを開けて充分に 
部屋の換気をしてくださ 
い。 

ちの■(律齡ホ） ... 

•運転して約1時間経過す 
るたびに「寺[^」表示が 
約1分間点灯します。 

•換気表示にたよ5ず1時 
間に！〜2回必ず換気し 
て < ださい。 


m 幅地)表の 

点'打'…高地仕様に設定さ 
れています。 


■消し忘れ消义装置による自動 
消义表示 

「5 ,し/,-」を表おします。 

巧を! A 巧 室巧湿巧 

I! むけ I 

■故障.異常により自動消义し 
たときのエラー表示 

自己診断機能により、故障時に 
は f - C 〜 f - S を表示します。 

_曲[巧通巧_室巧 ミ A 巧 



■不兒全燃焼通知機能により自 
動消火したとき®エラー表示 

不完全燃焼通巧機能の連続作動回数 
により「桃が。〜「化んが」を表示 

し矿 巧をお巧 を的溫巧 

f し " J •」, 

Om け I 

■クリーニング燃焼表示 ■再点乂防止機能により自動消 

ク U —ニング燃焼の残0時間を 义したとさのエラー表示 

表示します。 「城が V 」を表示します。 


巧巧通度 室巧湿ち 


投定巧を 室巧お巧 



mm 



7 

































3 使用前の準備 



包装箱に表示してある r 包装の内容」をごらんになった 
うえで、包装箱から包装材などを取り除を、製品を傷 
付けないよラに取り出してください。 

包装箱や包装材はストーブを保管するとさに必要で 
す。取扱説明書-保証書を忘れずに保管して<ださい。 




審燃料は巧油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してください。 

參変質丹油、不純好油は、絶対に使用しないでください。 

I ★ガソリン使用禁止1 _ 。 

A 危瞬 ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶 n i y ' ■ 

巧に使用しないでください。少、量の巧み J 包ノリえ 
混入でも、乂災の原因になります。ガソリン寧 I 卜 



•変質灯油、不純阿油(灯油政外の油•水•ごみ 
が混入した灯油など)は、絶対に使用しないで 
ください。異常燃焼や故障の原因になります。 

♦市販されている助燃剤（添加剤）は使用しな 
いで<ださい。異常燃焼を起こすおそれげ 
あ0ます。 

參打油の保管のしかた^ /〇 


む油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のない所でおこなってください。） 


〇巧油 


(化おお该） 

Iflni 


0 


•巧油 I 嫂ず雙甲,。 。な 為 

水、ごみ、局温およ 軒甲 t 却 ぶシ禁止 
び直接日光を避けた — ° 

場所に保管して<だ I 

さい。 I ^~丄 

•灯油容器は専用のきれいな容器を使用して 
<ださい。また、灯油容器は必ず色付さの 
口油専用容器を使用して < ださい。 

•灯油容器内の口油がかないと温度変化によ 
り結露して水がたまることげあります。 

参ドラム宙などで、長期間大量に保管しない 
で < ださい。 

•お子様の手のとどかない巧に保管してくだ 
さい。 



X ガソリン 


綱 



濡れたままです。 


良い保管 


すぐ乾いてしまいます。 


悪い保管 


直射日光、雨水び当直射日光、雨水の当 
た5ず、火気のないたるべランダなど、 
:令暗巧へ保管。 室がの保管。 




印 〇 


0 




( 変質な油とは ) 

•古いな油。に年 m 上持ち越した灯油） 

•長期間、曰光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した灯油。 

•容器の成たが開けてあったり、乳白色の容器で保管した灯油は変 
質しやすい。 

•変質のひどいものは黄色時をおびたり、すっぱいにおいがします。 


古いな油は 
使わないで 



0 


使用禁止 









不純好油とは 


•灯油！;(外の油（ガソリン、シンナー、天ぷら油、機械油、 
重油など）がほんの少しでも混入した灯油。 

•水やごみが混入した打油。 



使用禁止 


コップに水を入れ、次に灯油を入れ 


変質好油-不純な油の見分けかた占 Si ; 造品篇 L をて人品」。 


水と同じ無色透明な5正 
常。 

グ皿^ 

白い紙-- 


かしでち色がついていたら 
使用しない。 



白い紙 "h 


0 


使巧禁止 


変質灯油の見分けかたはた 
いへん難しいので、_><—力 
一のはっきりしない打油は 
使用しないでください。 



-お願い- 

変質灯油や不純口油げ原因でアフターサービスを依頼されたときは、保証期間中 
でも有料修理となります。 


給油のしかた 


么ミ主意 


徹由は必ず消火していることを確認して、ストーブの温 
度び巧分下がってか5他に火の気のない巧でおこなって 
ください。乂災のおそれがあります。 


〇 

消义 


1油タンクを取り出ず。 

•油タンクを取り出し、給油口□金を、 
左「〇」に回して開けてください。 
•給油ロロ金を取りはずす前に、先端 
のお部を押すと、給油ロロ金打巧又り 
はずしやず <なります。 










囲使用前の準備 


撤由位置 


満量の位置 


こぼれま栓 



油量計を見なが S 給油ずる。 w 

♦市販の給油ポンプの先端をジャバラ [油量計] 

の手前まで差し込んで、油量計を見 Y 

ながら給油してください。（ホ-スが\ « »巧-巧 

S 携觀にを意し加巧給油し甲*1。 YI 、 、ク 

•口油は、油量計のほぼ上部 （ ち図の 11 / m 2^ 

給油位置 ♦) まで給油してください。 \ VX / / n 1(^ \)1 

入れ過ざますと、あ面れ出ることが •満置の位置/ ^ 

ありますので充分ミ主意してください。 又 ~ン<1ま‘れまを/ \弁 

/ -お願い--- N 

•油タンクの中にある 「こぼれま撞」 の弁げ、給油□の近くまで上げって 
いるとをは、弁を下へ押し下げてください。 

♦油タンクの中にある 「こぼれま栓」 は、給油□□金がはずれたとさに、油 
漏れを防ぐ装置ですので、取りはずさないでください。 lilp 


オート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用ずる場合 

•市販のオート給油ポンプ（自動停止装置付）の中には、 「こぼれま检」 と干渉して、 
次の よ ラな不具合状態にな0、正しく給油でをないをのがあります。 

〔不具合〕1スイッチを入れると、すぐに停止してしまう。 

〔処置）♦油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置（方向）を変える。 
(処置）♦ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換ずる。 

2自動停止しない。灯油があみれてしまラ。 

(処置）•ポンプの取扱説明書に従って、固定具の位置を調節する。 

•上言己の処置をしてを正しく給油できない榻含は、直ちに給油を中止し、他の給油 

ポンプ（手動式ポンプなど）を使用して、正しく給油して<ださい。 

、- 


総由□□金を r カチッ」と音がずるまで、ち「〇」へ回して、しっかり締める。 

•カチカチと何度も音がしてち大丈夫です。正しく締まると油タンクの赤色の線げ見 
えな< な0ます。 

•給油ロロ金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 


お願い 


給油ロロ金を斜めに締め 
たりずると、簡単に給油 
ロロ金びはずれて、火災 
の原因になりまず。 



赤色の線 


しまっている しまっていない 



給油ロロを 


離 




•油タンクから打油げ漏れる状態で 
使用しないで < ださい。 

火災のおそれがあります。 

•同時に多数の油タン 
クに給油する場合 ^^^侯 

油口□金げあります 

ので、間違えないよ怜’ホ^か 
うにしてください。〔本機用の結う日9金〕 

灯油が出なくなった 

指掌障の關にな 

•灯油容器の成たち、 

しつ巧り締めておい 


こぼれた巧油はよくふさ取る。 

•こぼれたに[油は必 
ずされいにふを取グ^^ 
つてください。危 
険ですし、燃焼中 
に臭気げ発生する 
原因にちなります。 I / 

油タンクをセツトずる 。 A 

•油タンクを、本体 1 

に正しく、ゆつく — 

りとセツトしてく _^LJl 
ださい0 






給油の目安-給油延長運おのしかた 

♦ 

A ま思 

k 

給油は必ず消'乂していることを確認して、ストープの温度が ' 
充分下がってか日他に乂の気のない巧でおこなってください。 ■■ 
乂災のおそれびちります。 1!!^^ 

ストーブを移動ずるときは、必ず消乂し、ストーブの溫度が 

1巧分下びってか目油タンクを取り出し、傾けなしけうに静か mm 

1に移動してください。 

' 打油が漏れたり、乂災になるおそれびありまず。 指を 


油タンクの灯油が空になってを、油受けざら内に残っているな油を燃焼させるこ 
とで、燃焼を延長（給油延長運転）させることがでさます。 

給油延長運乾中は、室温に関係な<最ルの燃焼をします。 



1油タンクのな油がなくなると、「0」表示が点灯し、「ピー」音が鳴ります。 
デジタル表示部に残り燃焼時間（分） r 谓」を表示します。 

•「運転スイッチ」を押して消火してから、給油してください。 

•給油しませんと、2分ごとに r ピー」音が鳴ります。約1日分後に、「 Q 」表示が点滅 
し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が「-」表示とな0自動消火します。 

2給油延長運乾をするとき 

•油タンクの灯油がなくなり「0」表示が点灯したときに、 「給油延長ボタン」 を巧 
すと、「 0 」表示が点滅に変わり、給油延長運転をして 最大約巨0分 間の燃焼継続 
をします。デジタル表示部の残り燃焼時間表示(分）が変わります。 

給油延長運乾中は「 Q 」表示が点滅します。残り燃焼時間が1日分};(下になると2分 
ごとに「ピー」音が鳴0ます。 

•自動消火する前に、 r 運転スイッチ」を押して消火してか6給油してください。 

•給油しませんと、「 g 」を表示し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が 
「----」表示となり自動消火しまず。 


「給油延長ボタン」を巧すと、時間延長(燃焼）ち同時にセツトされます。 

(「固使いかた」の 牌し忘れ消乂装置の使いかた I 参照） 









互使用前の準備 


点义前の準備と確認 


1水平の確認をする。 

•ストーブは振動のない、水平でしっかりした場所に設置してください。 

ス I -- ブげ、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてください。 
•ストープを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置が誤作動することがあり 
ます。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 


電源プラグをコンセント（家庭用 AC 100 V ) に確実 
に差し&む。 


1 日日 V 


• 「ピー」音がします。 
•デジタル表示部に「 
表示が点好します。 


投定温度 室巧温度 




消臭 


お願い 



•電源プラグを、絶対に、2日日 V のコンセントに差し込まないでください。感 
電■火災-故障の原因になります。 

•コンセントがゆるんでいたり、差し込みげ不充分ですと、電源プラグが過熱し、 
熱変おすることがあ0ます。このよラなとさは、必ずお買い求めの販売店に修 
理を依頼してください。 

お部屋のコンセントを必ず修理してください。 

•電源コードに傷を付けたり、束ねたり、巧ったり、重い物をのせたり、加工し 
ないでください。感電や火災の原因になります。 

•他の電気器具と同時に使用するときは、ご家 r = m 

庭の安全器（ブレーカー）の容量をこえないよ I , I , II . 

ラにして <ださい。 


火の原因になります。 


f 離總 I を!懿肾 g | S 與龐! i 靡 f 織: 



0 


禁止 


0 


禁止 


〇 


指示 


高地調整 


燃焼に必要な酸素濃度が薄くなる高地 （8 日〇〜130日 m ) では高地調整をしてください。 



I 設定のしかた 

( T ) つまようじなどの細い棒状のもので r 高地ボタン」を巧しなび5、電源プラグをコン 
^セントに差し込む。 

• r ピー■」音がして「 A 」表示が点灯し設定されます。 

•高地設定は停電や電源プラグを抜いた後でを記憶しています。 









解除のしかた 

を）電源プラグをコンセントか5巧いて、再度つまよラじなどの細い棒がのもので「高地 
心 ボタン」を巧しなが!5、電源プラグをコンセントに差し込む。 

• r ピ~」音がして「么」表示が消灯し解除されます。 


現在時刻の設定のしかた (運転停止中にしかでをません) 



Hi 現在時刻び午後7時10分の場合 
0 (さが圃 1 または 幅を又 5 ) のポタンを一度押ず。 

「ピ ー 」音げして「-」表示が点滅します。 

( D デ‘ジタル表示を見なが5 1 3 巧画 1 のポタンを押して「巧 I に合わせる。 

( 3 ) デジタル表示を見なが 引圃を又51 のボタンを巧して「ぶ I に合わせる。 

/- 

♦ r 您励 I - fi $又 3 1 のボタンは、一度押すごとに1時間または1分間ずつ 
進みます。押し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、デジタル表示部の時計表示が点滅している間に 
r 您画 I - 幅6又 3 1 のどちらかのボタンを押してください。 

時刻含わせができなかった場合は、をラー度 r 巧 S 闽 II または [p 
ボタンを押してやり直してください。 


0 r 巧」「ぶ」が、点滅か5点灯に変わり、設定が完了します。 

, -お願い- 

•ストーブの時刻表示がズレる場合は、電源プラグを一度®いて、をう一度差し 
込み直して、時刻を設定し直して<ださい。それでを直5ないとさはお買いホ 
めの販売店までお問い含わせください。 

♦ストーブに初めて通電しにときや、■(旱電後や、電 設定温度 室巧温度 

源プラグを抜いて再通電した場含、デジタル表示 
はも図のように「表示が点口しまずので、 

現在の時刻を設定してください。 


★省電力機能 


デジタル表示部の時計表示は、約己分間経過しまずと、省電力機能げはた5いて、デジ 
タル表示き15が消打して、電力の消費を抑えまず。 

時刻を確認したい場含は、操作部の r 運転スイッチ」 i 苗外のどれかのボタンを押すと表示し 
ます。 r 運転スイッチ」を押ずと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー運転待機中にこ 
の機能ははたらさません。） 












固使いかた 



デジタル表示部- P 消臭表示 P 運輯ランプ霞 



時間延長ボタン 

購入後初めてお使いになるときや、電源プラグを抜いた状態から再度お使いになるときに 
は、消臭点火に設定してありますので、最初か brS 至」表示げ点口します。 

消臭点火は、点火までの時間を約1日0秒にして、予熱を充分におこない、点火時のにお 
いをかな < する点火方法です。 

0「運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

•「ピ ー 」音がして「運転ランプ」が点滅します。 

♦デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 

油タンクに灯油があるのに「0」表示が点灯、または点滅している場をは、油 
受けを取り出し、ごみや水を捨て、な油で洗浄して<ださい。 

_(「团点検.手入れ」の画受けの掃聯参照）_ 

( D 約1日0秒後に自動的に点火し、「運乾ランプ」び点灯に変わります。 

寺酒-臭点火解除ち系 

〇「運転スイッチ」が r 切」のときに r 消臭点乂ボタン」を押ずと、「望董」表示が消灯し 

て消臭点火が解除され、点火までの時間が短かくなります。（約日0秒） 

室内温度が6でを下まわる場合は、点火までの時間が約1日0秒のままでず。 

f -お願い- N 

•初めて運転するときや、ス I -ーブを移動させたり、激しい振動が加え S れた後に 
運転するとき、白煙（灯油の蒸気）や臭気が出ることがあります。これは、移動、 
振動によ0バーナー〔燃焼部）内に落ちた余分な打油が蒸発することによるちの 
で、一度点火し、余分な灯油がなくなれば白煙や臭気はなくなります。このよラ 
な場含は白煙、臭気がなくなるまでは（窓を開けるなど）換気をおこなってくだ 
さい。 

•点火時にバーナー（燃焼部）内で、「ボッ」といラ音や「ゴーゴー」といラ音が 
します。これは点火を確実にずるためで異常ではあ0ません。 

•点火時にはかしにおいがあ0ます。 

•燃焼中「チッチッチッ」というような音がすることがありますが、電磁ポンプ 
の音です。また、燃焼中に「ジユッジユッ」、「シヤンシヤン」などの音がする 
場合げありますが、これはロミ由が蒸発する音です。異常ではありません。 

•消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後約3時間で自動消火をします。 
燃焼を継続する場含は、消火ずる前に「時間延長ボタン」を押してください。 
(「固使いかた1の 隅し忘れ消火装置の使いかた I 参照） 









ストーブを使用ずるときは、正常に燃焼しているか燃焼確認窓から炎のげ態を必ず確認 
して < ださい。 



よか!ぶ 1 細巧脚 I 謂 a 画邸が 


I ■ 画 ■ 画 III 醒 I 


•青炎燃焼で炎の先端に多がが黄色く燃焼音げ大き♦炎が高く伸び、炎全体び 
か黄炎び入る。 し V 黄色。 

•炎の伸びや、燃焼音びか •「ポー」といラよラな異常 

さい。 音がする。 


け然焼空気取入 □ (給気フイルター）を掃 f 
が買し、求めの販売店にご相談ください。 


1 







司使いかた 

室温の調節のしかた I ( 運輯中にしかできません) 



/-- 

購入後初めてお使いになる場合は、 「ぶ？」 （2日で）が設定 
温度とな0まず。 

巧巧巧巧をの巧巧 1 

!賊熙 aa 

.. . 


V 



( T ) または隆ボタンを1度押す。 

「ピー」音げして「 t 」表示が、点滅します。 

(2) 温度を上げるとき。 _ 

デジタル表示を見なが 5 iT 圃 6 义 i 1 のボタンを巧す。 

( D 温度を下げるとを。 

デジタル表示を見なが 5 C 3 巧两 II のボタンを押す。 


•温度設定をずる場合はけ」表示が点滅している間に L 巧画 II • r 画ぁ叉。 1ボタ 
ンのどち5かを巧してください。設定できなかった場合はもう一度巧して、やり直 
してください。 

•設定温度は6で〜28む、室温表示はび C 〜32でまで表示します。 

•設定温度にコント□ールずるために自動的に火力を調節します。 

♦一度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、消 
乂後再運転する場合、同一設定温度になりまず。 


f -お願し、- 

•室温が約1扫て:下のときは「微弱」またはに二」燃焼しないことがあります。 
参温度調節は温風空気取入口おくの温度を感知しておこないまずので、スト ー ブ 
の位置や部屋の大ささなどで、必ずしも、デジタル表示部の室内温度表示と、 
室温とは一致しません。_ 


巳 











タイマ ーi 軍転のしかた」 （タィマーを使用して暖房を始めたいとき } 

タイマー運転をずる場合は 、 r 闻巧巧前の準備 I の I 現な時刻の設定のしかた1 に従つ 
て、時刻合わせをしてか5でないとタイマー運転でさません。 



通常、 タイマー運転設定時刻の□分から25分前に運転を開始します。 

このス1ーブのタイマー運転は、フアジーコント□ールで、お部屋の大ささと室温 
J こより自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくしておきまず。 

設定のしかた ~ 

gjj 午前 6 時 30 分に設定したいとき 

( J ) 「タイマーボタン」を巧ず。 

「ピー」音がしてデジタル表示部が「 --- 」表示に変わり、 

「タイマーランプ」げ点滅しまず。 

( g ) デジタル表示を見なび5 厂3巧画1 のボタンを巧して「5」に台わせる。 

デジタル表示を見なが5 r 固$义$ ) のボタンを巧して「孤」に含わせる。 

• r ちろる 圃 1 • G 岡 * 又 S 1 のボタンは、一度押すごとに1時間または曰分間ずつ 
進みます。巧し続けまずと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場をは、「タイマーランプ」が点滅している間に 广さ巧圃1 
• I [间6夕1のどちらかのボタンを押して<ださい。 

•設定できなかった場をは、もう一度「タイマーボタン」を押してやり直してく 
^ださい。_____ 

成 r タイマーランプ J が点減している間に、「運転スイッチ」を巧して「入」にずる。 

•「タイマーランプ」が点灯し、デジタル表示は現在の時刻を表示してセツトが完 
了します。 


投巧湿な S 巧お巧 



ぶ 









量使いかた 


•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば、変更しない限り、「タイ 
マーボタン」を巧して「タイマーランプ」の点滅中に、「運転スイッチ」を押し 
て「入」にするだけで同一時刻で設定が完了します。（停電や電源プラグを抜い 
た後でもタイマー時刻を記憶していまず。） 

• r 運転スイッチ」を押して、「入」になっているときに、「タイマーボタン J を押 
すと、タイマーランプが点滅し、かし待つと、「タイマーランプ」が点灯しセツ 
卜が完了します。 

•タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


解除のしかた 


タイマー運転を設定した後に、タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこない 


(5) 「運臨スイッチ」 を押して 「切」 にする。 一 [タイマー運転の解除] 
( D 「運乾スイッチ」 を再度押して 「入」 にする。 一 [通常運転開始] 


タイマー運転のま意事項 


•タイマー運転をした場合、点火後約]時間後に自動的に消火し、「タイマーラン 
プ」が点灯した状態で、デジタル表示部の 「かん-」 表示が点灯します。連続運 
転するときは、タイマー運転の点火後1時間し U 内に「時間延長ボタン」を押し 
てください。これは閉め切った部屋で長時間、撰気せずに燃焼すると、空気不 
足で危険となるためで、手をふれない場合は、自動的に消乂します。 

•残りの燃焼時間が'、 ] 日分になるとデジタル表示部に数きで 巧. f と表示し、 
2分ごとに r ピー」音でお知らせします。 

•通常運転中に「タイマーボタン」を押ずと、消火して「タイマー運転」の待機 
状態にな0、タイマー運転時刻に自動的に点火します。 

〔ただし現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になり 
ません。） 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に「タイマ 
ーボタン」を押すと、約]日秒間表おします。 

•タイマー運転操作後に停電があったとを、ストーブを揺らして対震自動消火装 
置げ作動したとさは点火しません。 










消臭機能の作動中を表示します。 

•消火媛、しばらくはストーブ内部を冷やすために対流用ファンは回転し続けます。 
(この間、「掌奎」表示は点滅しています。） 

， -消火時の注意-> 

•消火後、対流用ファンげ止まるまで、電源プラグをコンセントから抜かないで 
<ださい。音が出たり、炎げ出たり、すすが発生して再点火後に安全装置が作 
動してエラーで停止することがあります 。 （r 图故障•異常の見分けかたと処置 

方法」の 苗のお知5は（デジタル表示の見かた） I 参照） 

•緊急のときを除いて、消火は必ず r 運転スイッチ」を使用してください。電源プ 
^ ラグを抜いて消乂させないでく ださい。 _, 

• -お願し、-> 

•消火操作をしたとさは「運転ランプ」の消灯とバーナー（燃焼部）内の乂が消え 
ることを確認してください。 

•消火時にはバーナー（燃焼部）内で「ボッ」とい弓音や「ゴーゴー」とい5音げ 
しまず。これは消火を確実にするためで異常ではありません。 

•消火直後、温風空気取入□は高温になることがあります。 

•点火してすぐに消乂操作をしたとを、きつい臭気げ発生ずることげあります。 
点火後約2日分はできるだけ消火しないでください。 

^ •長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 

消乂後再点义するとさの注意 

•消火後ずぐに再点乂ずると、異常音が出ることがありますので、しば5く待つ 
てか5再;?、火して < ださい。 

•ス I -ーブが暖かいラちに再点火操作をしたときの予熱時間は、約40秒です。 

消し忘れ消义装置の使いかた ] (運乾を延長したいとき） 

•消し忘れによる、万一の事故を防止するために、点火し 
てか5約3時間燃焼が継続すると、デジタル表示部に 
「？化 - J を表示して、目動のに消乂します。 

•残りの燃焼時間が、1日分になると「デジタル表示部」 

に数字でぶ.弓 •• ，'と表示します。 

•この間、2分ごとに「ピー」音でお知らせします。 

〇消乂する前に「時間延長ボタン」を巧す。 

•その時点から再度約3時間の燃焼継続げ巧能になります。 

•自動消乂した場をは、再点火操作をしてください。 










司使いかた 


ク u— ニンク’燃焼表示 


•ク U —ニング燃焼はノ（ーナー(燃焼部）内のちれを除去する 
ための燃焼です。 

•強燃焼で約2時間]; Lb の連続運乾をしますと、デジタル表 
示部に「。:ご5」を表示して自動的に弱燃焼によるク U - 
ニング燃焼をおこないます。（約己分間カウントダウンし 
ます）その後自動的にをとの燃焼状態にもどります。 


設定;忌度 室巧温度 



_ 換风接71^ _ 

•閉め切った部屋などで長時間運転をすると不完全燃焼防止 
装置げ作動して「导臣^^」表示が点滅し「ピー」音が己砂間 投定臟胃喊離 

鳴って運転を停止し、デジタル表示部に「-」表 _ 

巧か扁滅しまず。 I _^ 

•連続して不完全燃焼防止装置が作動した場をは、不完全燃焼 
通知機能が作動します。（「圆安全装置」参照） 

•運転して1時間経過するたびに r 若皆^」表示が約]分間点口しまず。 

N 旨^」表示にたよ!5ず、 ] 時間に1〜2回り〜2分程鼠は必ず部屋の換気をして 
<ださい。 


チャイルド□ックのしかた 


チャイルド□ックは、おモ様のいたずら操作の防止や、誤って r 運転スイッチ」を 
巧しても点火しないようにしたいとさに使用します。 



設定のしかた 

( i ) 運転中や運転停止中に「チャイルド□ックボタン」を3秒 liLh 長押しすると「 E 2 J 
が点なし、チャイルド□ックが設定されます。 

•運転中は「運転スイッチ」で消火のみ操作巧能です。設定温度の変更などの他の操 
作はできません。 

•運範停止中はすべての操作ができません。 


解除のしかた 

( D チャイルド□ックび設定されているときに「チャイルドロックボタン」を3秒 a 上 
長押しずると 「 Ea J が消灯し、チャイルド□ックが解除されまず。 


公 















固安全装置 

•安全装置が作動するのは何らかの異常があるとさですから、下記の処置をして 
も正常にならないとさは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•再点火操作とは一度「運輯スイッチ」を押して「切」にしてから再び巧し直し 
て「入」にすることをいいます。 

•すべての処置は必ずス I ブを消火し、ストーブの温度げ充分下がってからお 
こなって < ださい。 


をを装置名 

はた5さ 

処 置 

巧震自動 
消火装置 

•運転中にス1-ーブび地震(震度約日し^(上)ゃ強い振動、 
衝撃を受けたとき、火災などの危険を防ぐために 
自動的に運転を停止します。 

♦地震によって作動した場合は、周囲 
の可燃物、ストーブの損傷、油漏れ 
など異常びないことを確認した後、 
再点火してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常によりパーナ 
-(燃焼部）への空気の供給び不足したとを不完全 
燃焼によるを険を防止するをのであり、自動的に燃 
焼を停止します。 

•不完を燃焼通知機能 

不完全燃焼防止装置び連続して作動したとさ、不 
完全燃焼による危険を防止するために、作動した 
ことを通知して、自動的に燃焼を停止します。 
(HH H !から H 3 を表示) 

♦作動した場台は本体び充分に;ちえて 
から電源プラグを抜を、燃焼空気取 
入口（給気フ ィ ルター）の掃除をし、 
部屋の換気をした後、電源プラグを 
差し直して再点火して < ださい。 
(販売店にご相談ください。） 

(「固点検-手入れ」の1 燃焼空気取 
XO (給気フィルター）の掃陈 1参照） 



♦再点义防止機能 

不完全燃焼通知機能び連続して作動したとき、不 
完全燃焼によるを険を防止するため、自動的に燃 
焼を停止します。 (HH を表示します。）再点乂 
防止機能び作動すると、政後の点乂操作びでさな 
<な0ます。 

•作動した場含は販売店にごネ目談 < だ 
さぃ。 

! 

この装置は、 
をのであり、’ 
を補給してく; 

あくまでを不完全燃焼によるを険を防止ずるための 
使用やは必ず1時間に1〜2回換気して、新鮮な空気 
ださい。 


点义を全 
装 置 

参点火ヒーターのホ熱不足や、バーナーサ ー S スタ 
の不良による点火不良。 

•点火ヒーター、電磁ポンプ、ブ□アモーターなど 
の故障に よ D 点义しないときに、運乾を停止し ま 
す。 

•点火ヒーターの故障び原因で運転を 
停止したとさはバーブー底にな油び 
たまります。 

完全に乾燥させてから、ご使用くだ 
さい。 

(販売店にご相談ください） 

停電を全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜<などして電源び 
切れたとさは、自動的に運乾を停止します。 

再び通電されてち運転しません。 

♦タイマー運転中に停電びあった場合、タイマー運 
転は解除されます。 

•再点火操作をします。 

♦現在時刻の設定とタイマー運転の設 
定をや D 直します。 

(r 屈 使用前の準備」の 

1 視な時刻の設定のしかた 1 、 

「固使いかた」の 

1 タイマー運面のしかた 1 参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停止さ 
せる安全装置です。 

♦再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

♦ブ□ァモーターの故障や異常燃焼や温風空気取入 
口のほこりつまりなどの原因でストーブび異常過 
熱したとさ、义災などのち険を防ぐために燃焼を 
停止します。 

•温風空気取入口のほこりを取り除い 
てから、ち点义操作をします。 

(「团点検-手人れ」の 

1 温風空気取入□の掃除 1養願 

消しちれ 
消乂装置 

•消し忘れによる危険を防止するために、点火して 
か5約3時間、燃焼び継続すると自動的に運乾を停 
止します。 

•消火ずる前に「時間延長ボタン」を 
押す。 

•消火した塌合は、再点火操作をしまず。 

気密油タンクの 
給油時消义装置 

♦運乾中に油タンクを取り出したとき、自動的に運 
転を停止しまず。 

♦油タンクに給油して、本体にもどし 
てから再点火撲作をします。 


2 




3 点検.手入れ 


点検-手入れのしかた 


，点検-手入れをおこなうときは 


•点検•手入れをするときは、必ずストーブを消乂し、電源プラグをコンセントか6お 
いて、ス I -ーブの温度が充分下びってか5おこなってください。やけどや感電をずる 
おそれがあります。 

•部品に触るとをや、内部を掃除するときは、手をけがしないように、手袋をはめてお 
こなって < ださい。 

•ス I -ーブをベンジン、シンナーなどでふかないで<ださい。変色します。 

•電装品やバーナー（燃焼部）の取りはずし、分解はおこなわないで<ださい。 


使用のたびに 


周囲の可燃物の点検 


ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えやすい物を置かないよラ 
にして < ださい。 



油 漏れ、 油のたまり、油のにじみの点検 


万一油漏れによって、油のたまり、ミ由にじみが生 
じているとさは、消火操作をし、原因を確か曲防 
漏処置をし、ミ由漏れげなくなったことを確認した 
後、漏れた灯油を取0除いてか5点火操作をして 
<ださい。 




•油タンクの給油ロロ金の弁部などに、ごみがはさまっている場合があ 
りまずので取り除いて < ださい。 



___ ほこりの掃 除 __ 

•ストーブに付いたほこりやちれは、掃除機で吸い取ったり固<しぼった濡れ雑巾など 
で所き取ってください。 

ミちれたままのご使用は危険のちとですし、ス I -ーブの傷みを早めます。 












1 调間に 1 回 nLt 



•ストーブ背面にある燃焼空気取入 □ (給気フィルター) 
にごみやほこりが目づまりしますと、燃焼用の空気量が 
減って不完全燃焼の原因になったり、温風用の空気量が 
減って過熱防止装置がはたらいて消火します。 

•燃焼空気取入口（給気フィルター）に付いているほこり 
を、掃除機などで吸い取ってください。 

•燃焼空気取入□(給気フィルター)の目の中がつまって 
いる場含がありますので、やわらかいブラシなどで燃焼 
空気取入口（給気フィルター）の目のつまりを掃除して 
<ださい。 

•巧などでふくのはおやめください。かえつて目づまりしまず。 



•ス I ブ背面にある温風空気取入口にごみやほこりげ目 
づまりしますと、温風用空気量が減って過熱防止装置が 
はたらいて消火します。 

消火していることを確認してから温風空気取入□に付い 
ているほこりを、掃除機などで吸い取ってください。 




1箇月に1回^1上 



温風吹出口りしーバ _) がミちれたり、ほこりげ付着した場合は、掃除機や、固くしぼつた 
濡れ雑巾などでみさ取ってください。 


-お願し、- 

このとき必ずス I ''ーブを消火し、電源プラグをコンセントから®いて、温風吹出 
□(ルーバー）が冷えてからおこなつてください。 

やけどをするおそれがあ0ます。 












团点検-手入れ 




____ 油受けの掃除 _ 

•油受けは、灯油は通しますがかは通しにくいフィルターででき 
ています。油受けに水やごみがたまると、油タンクに灯油があ 
るのに、「0」表示が点灯することがあります。 

• 「油タンク」を取り出してから、 r 油到ブ」を傾けないように 
取り出し、たまった水やごみを取り出してください。 

( -お願い-:-- S 

油受けは、水で洗わないでくだ / 

さぃ。 歷\尚/ 

必ずされいな灯油で洗ってくだ 帥ぃ柳巧 


巧震自動消乂装置の点 検 _ 

♦燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消火ずるか点検してください。 

♦自動的に消乂しますと、デジタル表示部に「卜 5」 を表示します。 


気密油タンクの給油時消义装置の点検 

•燃焼中に油タンクを抜いて、自動的に消火するか点検して<ださい。 

•約己砂後に自動的に消火しますと、デジタル表示部に「----」「0」を表示しまず。 


1シーズンに1〜2回上 


油タンク、油受けざ S の掃除 


ストーブから油タンクと油受け释ミ由ポンプ、 

を取り出し、市販の給油ポンプ i をなを に / 
(手動式）などで油タンク内や W 

油受けざら内の水やごみを取り 
除いてください。 f 、-{ 

油タンク内のわずかに残った灯 CrA ^ 

油は、油タンクに給油□口金を 

取り付け、油受けを給油ロロ金 I J 

に押し当て、油タンクを上下左 / 

ちにゆすって抜いてください。 鶴 油ロロ金 


給 油ポンプ 


油受け 


バケツ 


油受けざら/ 


グ 心— ぶ 

^受け 


___ 電源プラグ、コンセントの 点検 

電源プラグ、コンセントにほこりや巧れがたまると乂災の 
原因になることがあります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりやち 
れを取り除いてください。 


電源プラグ 


图定期点検 


ンセント 


長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、よ 
り良い燃焼で快適に安きにお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン終 
了をなどに、お買い求め店、または修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協会 
( TEL 日 3-34 日日-292日）でおこなう技術管理講習を修了者佑油機器技術管理±) 
など〕のいる店、当社などに点検依頼されることをおずずめしまず。 









量故障-異常の見分けかたと処置巧ち-修里を燃1 される師こ 

^ 異常のお知 らせ（デジタル表示の見かた） 

安全装置び作動すると、自動消义します。また、デジタル表示部に故障"異常の 
原因が表示「エラー表示」されます。繰り返し表示ずるときや運転しないときは、 
お買い求めの販売店へご連絡<ださい。 


デジタ;爆示 


表示の意巧 


-り •過鋪防止强置が作動しました。 


F -3 


参停電消乂後電源が入りました。 

•タイマー運乾待機中に停電し、そのを電源が入 
D ました。 

♦ミ肖乂をずぐに再点义操作しました。 

♦点义安を装置が作動しました。 

(♦燃焼部にシリコーン藍化物が付瘡しました。） 


产 参本体を傾けたり、強い振動、衝擊を受けたため 

S 自動的にミ肖火しました。 

♦地巧(巧度約 5 IU 上）により消火しました。 


こ ■ こ、 

• • • • 

換気 

说 W 

UUUZd 

n ro t j 

し,‘り uu 


卜 3 

• • • • 

な給油 

孤 



参換気不良•手入れ不良、その他の異常によりバ 
—ナ（燃規部）への空気の供給び不ちしたので 
不売を燃焼による危険を防止ずるため、自動ミ肖 
义しました。（す巧を燃焼防止装置が作動） 


巧亮全燃焼防止装百が連続して作動すると、で 
兒全燃焼巧知機能びはた6をお知5せします。 
H ヨ表示） 


>換気しないでそのままさ5に不完全燃焼防止装 
垣（不究全燃焼通知機能）が作動ずると、再点 
火防止機能がはた5き、消义して点义でをな< 
なりまず。け表示） _ 

>室温が 33 で上になりました。 


参ブ□ア モーターが 停止しました。 

♦打巧がなぐなり消义しました。 

•油タンクを取り出したため、気密ミ由タンクの紹 
__ミ由時消乂装置が’作動しました。_ 

タイマーランプ 

参タイマー運乾び結了しました。— _ 

♦消しちれ消义装置にて消乂しました。 

•ク U - ニング燃焼中。 

(約 5 分間カウントダウンしまず。） 









全消灯 •省醒力機龍げ作動しました C 


上記！; m の 
エラー表术 


参修理げ必要な故障でず。 


処置方法 

•温風空気取入□、温風の出□(ルーパー）の掃除を 
してから再点义してくださし、。 （ rs 点検.手入れ」 
参照） 

参ストーブの周囲の障害物を取り除いて<ださい。 

♦再点义操作をしてください。 

参電源プラグなど里源をご確認ください。 

参電気系統の故障でず。お買いホゆの販売店まで「テ 
ジタル表示 J (エラー表示）などをご連箱くだをい。 

♦しば5 く'待ってか5再点火操作をしてください。 
♦修理び必要です。お買いホめの販売店まで r デジタ 
ル表示 J (エラー表示）などをご連箱くだを い。— 

♦ス I プが傾いていないか確詔してかち、再点火 
操作して < ださい。 

•地巧によって作動した場さは、周囲の可燃物、ス 
卜ーブの損傷、ミ由漏れなど異常がないことを fi き認 
たを、巧点义してください。_ 

♦燃焼空気取入口（給気フィルター）の巧除をし、窓 
やドアを開けて巧分に部屋の換気をしてから、再 
点义してください。（「区]点検•手入れ」の燃稱空 
気取入口（給気フィルター）の巧除参照） 

ご使用中は必ず1時間に1〜2回換気して< ださ 
—い。_ _ 

♦不完全燃焼通知機能びはた5いたときは、上記処 
垣をおこなったを、電源プラグを塞し直してから、 
再点义してください。処置をしてを繰り返し作® 
ずるときは、お買いホめ①販売店まで r デジタル表 
を」（エラー表示）などをご連絡ください。 

•再な义防止機能がはた5いたときは、お宮穗では 
処置でをません。運乾スイッチを r 切 J にしてお質 
い求めの販売店まで r デジタル表示」（エラー內容） 
_などをご連緒くだごい。_ 一 

■ス1ブの周囲の障害物を取り除いてください。 

•電源プラグを入れ直してください。 

参蛮気系統の故障です。お買い巧めの販売店まで「デ 
_ジタル表示 J (エラー表示）などをご連緒ください。 

♦ I 灯油を給ミ由してか5、再点火操作をして<ださし、。 
■油タンクを戻してからち点义操作をして<ださい。 

•再点义操作をしてください。 

•再点乂操作をして<ださい。 

■約已分をに自動的に通常運畦にちどります。 

•操作部のいずれかのボタンを巧してください。 

参お買い巧めの販売店まで r デジタル表示」（エラー表 
> 示）などをご連結ください。 


2 






图故障.異常の見分けかたと処置方法 

故障かなと思つ后とさに 



処置方法 


Hi 

111111111 


油受けざ5に水び 
入った 


mmmxQimy 

イルター)の目ヴまり 


油タンクにな油びない 




電源プラグをコンセ 
兰卜に差し込む_ 

停電復帰後、再点火 
操作をずる 


再点义操作をずる 

油タンクと油受け！^ 
の水を取り除く 


市販の給油ポンプで水混 
入のな油をしっかり巧く 


換気す良 





〇 

変質灯油やす純打油 
を使った 



〇 

〇 


省電力機能び作動 
した 

給油□□金を間違 
えた 

ストーブ周囲の温度 
が異常に上昇した 


不完全燃焼通知機能 
が作動した 


再点义防止機能が作 
動した 


気密油タンクの給油時 
消义装置が作動した 


WKMm 


■■■日 ■■ 


こぼれた巧油ををれ 
い I し,ぶさ坂な_ 

_ ^の充分な^をずる 

変質灯油や 不純 打油を良 
質なな油に入れかえる 
販売店にご相談ください 


操作部のいずれかの 
ボタンを巧ず 


正しい給油ロロ金を 
取り付ける 

ストーブ周囲の温度を確~ 
〇詔ずる 

販売店に ご相談ください 

燃焼空気取入□(給気フ 
ィルター)を掃除ずる 
部屋の巧分な換気をずる 
載原プラグを差し直して 
ください ___ 

販売店にご相談くだ 
さし、 _ 

油タンクを本体にもど 
して再点火操作をずる 


•表中の f 表示は、「デジタル表示」（エラー表示）をおします。 

•祭 I 譜•誌、つ Si 日濛蔬 S & 場ま合てやさ Jf く。造熬きない場合や、該当する現象 


















圆部品交換のしかた 

r 部品交換のときのま意 1 

r ~ 參部品交換や修理をお受けになる場をは、お買い求めの販売店か、（財）日本石油 
燃焼機器保守協会でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器巧術管理±)など 
のいる販売店で修理されることをおすすめします。 

•不完全な修理は危険です。 

•故障したちのは使わないでください。 __ 

♦短時間に消耗する部品は特にありませんげ、交換部品が必要な場含 は、お買い 
求めになった販売店にご相談ください。（「四アフターサービス」の 踊修用性 

能部品について 1 参照） 

•インターネットでの部品購入は、 http ;// toyotomi.shop 1 4. nnakeshop . jp /^ 
ご覧 < ださい。 

•部品は必ずトヨト S 純正部品（指定された部品）をご使用ください。 

•部品を交換するときは、ストーブを消火し、ス I ''ーブの温度が充分に下げって 
から、電源プラグをコンセントから抜いておこなってください。 


圆保管 (長期間使用しない場合） 

f •ストーブを保管する場合は、「团点検•手入れ」の項を参照して、ストーブの手 
入れをしてか5保管してください。また、破損している箇所は修理をしてから 
保管してください。 _ 

♦格納.保管場所は、湿気.火気.高温などの悪い影響のおよびにくい所であっ 
て、しかをス I ブの上には重量物をのせたり、人がのったりしないよう配慮 

__してくださ■い。 __ J 

1ストーブを消火し、ストーブの温度が巧分下びってか5、電源プラグをコン 
セントか5抜く。 

2燃焼空気取入□(給気フィルタ-)、温風空気取入口、温風吹出口りレーパ‘-)、 

電源プラグに付着したほこりや汚れを掃除してください。 

•燃焼空気取入口（給気フィルター)は布などでふくのはおやめください。かえって 
目づま〇します。 

3油タンク、油受けざ5內の：0油、ごみ、水気を取り出す。 

•油タンク、油受けざ6に水やごみげ残ったまま保管ずると、麵や巧あさの原因にな 
ります。 

4スIブの表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった麓れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた巧で水気をみさ 
取ってください。（シンナー、ベンジンなどでは成かないでください。） 

R 包装箱に入れて保管する。 

•湿気のかない所に保管してください。 

•傾けたり、横にして保管しないでください。抜けきれなかった'灯油げ漏れることげ 
あります。 

•取扱説明書-保証書も必ず保管してください。 


巧廃棄するとき 


>1 ■固点検.手入れ I の 晒^ンク、油受けざ5の掃除 I を参照して、油タンク、 
油受けざら内の灯油を抜き取ってから、各自治体の指導に従って廃棄してください。 




電磁ポンプ 


操作基板 


バ-ナーヴー5スタ 
^ (不完全燃焼防止装置) 

§ニホール I C 
Wtzi 給油時消乂装置 


プ□ア モーター 


灰 


里 

/い、 


ルームヴー 5スタ 


点乂 ヒーター 


里 

/い、 


青 


給 


巧 


※騒音値の数値は J 旧測定ち法 (JIS S 3031)に基づく正面値です。 


福細四 ■ 


ランス 


青 

里 

/い、 


ホこ過熱防止装置 


電源て) 


里 

/い、 


緑=巧震自動消乂装置 


(9 cn 


13」仕_様 


型式の呼び 

LC -32 AF 1 

種 類 

ポット式*強制通気お.強制巧流お 

点乂 方式 

電気点乂 

使用 燃料 

灯油 （J 旧1号） 

燃料消費量 

最 大 

3.1 日 kW ( O . SlOL / h ) 

最 ル 

0.7日 kW (0.077 L / h ) 

暖房出力 

最 大 

3.1 日 kW 

最 ル 

0.79 kW 

油タンク容量 

己し 

燃焼継続時間 

16.1 時間（最大燃焼時） 

が お 寸 法 

高さ 428 mm 幅 376 mm 舆行2日巨 mm (置台を含む） 

質 量 

7.7 k 呂 

電源電圧巧び周液数 

100 V • 已 0/60 HZ 

定 巧 

消費 電力 

点乂時32日/320 W 燃焼時11/1 2 W 
最大9己0/日己 0 W (点乂巧期に短時間発生） 

待機時0.己/0.目 W 

騒音値（正面）※ 

最大燃焼時3日 dB 最ル燃焼時1 8 dB 

電流ヒユーズ 

4 A 

を 全 装置 

巧震自動消乂装置、点义を全装置、燃焼制御装置 

過熱防止装置(日0で)、停電をを装置、消し忘れ消乂装置 

不完全燃焼防止装置（フレーム□ッド A . パーナーサーミスタ方式） 

気密油タンクの給油時消火装置 


フレーム□ッド A 
(す完全燃焼防止装置) 

フレーム n ツド B 


つ 

ン 

卜 

□ 

I 


茶赤憧黄 


基 












巧アフターサービス 


保言正について 


•添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記 
載内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

•保証期間はお買い求めの日より3年間でず。 

修理を依頼ずるとき 

♦「園故障.異常の見分けかたと処置ちま」に従って、処置をおこなってください。 
直らないときは、使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから®いて、お 
買い巧めの販売店に修理を依頼して < ださい。 

•ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名…石油ファン ヒー ター猫制通気形開放式石油スト—ブ） 

③型式の呼び…（例） LC-32AF 
③お買い求め年月曰 
@故障の状況（できるだけ具体的に） 

©おなまえ-おところ-電話番号 

•修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店 
な;修理させていただ去ます。 

•保証期間が過ぎていてち、修理ずれば使用できる場をには、ご希望により有料 
で修理させていたださます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されていまず。 



•石油 ファンヒーターの 補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 
•補修用性能部品とは、ス I '''ーブの機能を維持するた他に必要な部品です。 


消耗-劣化ずる部品 


•使用期間により、交換-メンテナンスがが要な部品… 

送油ノズルパッキン、点乂ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フ 
レーム□ッド、給油□口金、油受け 

•変質好油、不純口油の使用で苗化しやすい部品…電磁ポンプ、クロスマット 









E アフターサービス 


転居される場合 

•本機は電源周波数己日、6日 Hz とを同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけますが、高地へ 
の転居、局地か5の転居は再調整が必要です。 (「囲 使用前の準備」の PS 地調整 
参照） 

r - 

A ま,局 

故障-破損した 5 使用しないでください。不完全な修理 
や改造は、危険です。 W 

r 

A 注意 

修理、引越しなどでス1-ープを運搬されるとをは、必ず ' 

油タンク、油受けざ日のな油を抜いてください。運搬の •• 

途中にむ油びこぼれ、周囲をミちずおそれびあります。 liT 


故障-修理の際の連絡先 


アフターサービスについてご不明な点は、お買いおめの販売店、または、 
お客様相談窓□一覧](別紙参照）までお問い合わせください。 



^ _ •石油フアンヒーターの捕修用性 

參長年ご使用の石油フアンヒーターの点検を/ 能部品の保有期間は、製造巧切 

り後6年でず。 

因 

ご使巧の際 
このよラなことは 
あ 0 ませんか 

參油漏れする。 

♦燃焼中強いにおいがずる。 
•おが異常に離い。 

♦予熱時間び異常に長い。 

♦運乾中異常な音が'ずる。 

参その化の異常•故障がちる。 

► 

ご使巧 
中止 

故障や事故防止のた 
め、コンセントか5電 
源プラグを巧いて、お 
ず販売店に点検*修理 
をごな頼 < ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 

/ I 


f 

型 式 

LC -32 AF 

お買いボめ年月日 

年月日 

お買いボめ店を 

V 

(電話番号） ( ) - 

J 
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名ち屋市瑞穂区桃園町日番17号 
フ U— コール 日] 2日-1日 4-1 己4 
TEL <052)822-1 144 

FAX く0曰2〉 822-2742 A-® 












